
第１回実行委員会 

Ｈ26年5月30日（木） 
14：00～17：00 
愛知県児童総合センター 

（長久手市モリコロ―パーク内） 
 

「元気スイッチｏｎ!!あつまれ!あいちのじどうかん」は、

愛知県の児童館が一堂に会する児童厚生員の児童厚
生員による児童厚生員のための研究・交流大会です。 

第４回目を迎えた元気スイッチｏｎ!! 

今年も実行委員会が始まりました。予定している全８回
の会議の中で、どこまでできるか今後が楽しみです。
初回はお互いの現状を話し合い、今後やっていきたい
ことを話し合いました。７名でのスタートとなりましたが
次回以降仲間がぐんと増えます。しっかりと仲間づくり
をしながら、「チーム」として大会開催に向けて頑張って
いきたいと思います。 

第４回元気スイッチｏｎ!! 
あつまれ!あいちのじどうかん 

プログラム 
 

14：00 開会・あいさつ 

14：10 委員自己紹介 

     アイスブレイク 

14：30 概要説明 

14：50 議題 

  大会テーマについて 

  プログラムについて 

16：45 その他 

16：55 閉会 



これからやりたいと思っていること 

・子どもとの関わり・・・触れ合う、向き合う、もっと知る、感じる、子どもたち一人ひとりを見るという基本を学ぶ、 

 障害のある子との関わり方、気がかりな子どもの対応に事前に親と話し合う 

・遊び・・・宿泊のプログラム、アウトドアな遊びスポーツの大会、職員を交えての遊び、職員が遊びを極めたい 

                              （コマやおもちゃ）、演劇の会、たくさん人が集まる遊び、クイズ合戦 

                              公園全体を使ってドロケイ（モリコロパーク）、まつり、おばけやしき 

                             ・施設・・・開館時間の変更、庭や館自体の広さ、 

                             ・連携・・・学校と連携が取れるようにしたい、地域とのつながり 

                             ・親支援・・・親のニーズを探す、交流する機会を増やしたい 

                             ・職員問題・・・人員増加、言葉がけ、言葉づかい 

                             ・その他・・・来館人数の増加、児童館同士のつながり、行政との関係 

 

 

あいさつ 

今回の大会のテーマを考えるにあたって、児童館の現状や事例などを話し合いました。その中から大会のて
テーマを「子どもとのかかわり」とし、あらゆる目線で児童厚生員について考える大会にしたいと考えました。 

石原 邦彦 実行委員長  
「大会をより実りあるものに
するために、みんさんのお
力を貸してください」と実行
委員長として愛知県児童
総合センター長の石原より
ご挨拶。 

上野 裕 アドバイザー 
昨年のスイッチ、全国大会
では事務局でしたが、今年
はアドバイザーとして参加。
愛知県児童総合センター
のスタッフリーダー上野。 
持ち味は許容範囲の広さ。 

大会のテーマ決定「子どもとのかかわり」 

児童館のいいところ 

・子どもの成長につれてつながりが広がる 

・地域の人とのつながり 

・世代をこえたつながり 

・子どものチカラは大したもんだ！遊ぶ力、考える力 

・中学生になると小学生と遊んでくれるようになる 

・子どもと対等が面白い⇒年の近いお姉ちゃん 

・子どもがいろんなことを頑張る姿が見られる 

・子どもの育ちにつながることが見られる 

困っていること 

・保育園からの異動で、言葉が乱暴で、話を聞いてくれない小学生の男子と 

 どう接したらいいかわからない。 

・大人の知恵を入れたくない。できるだけ子どもにやらせたいが、黙っている 

 忍耐が必要であることとと、どこで助けを出すべきかのさじ加減が難しい。 

・職員間の問題。コミュニケーションの取り方 

・自由来館と児童クラブとの共存 

・発達支援の子どもたちに対する専門知識がないこと 



プログラムについて 

分科会とは、分野ごとに専門的に研究、討議を行う小会議です。今回は４つの分野をセレクト
するために、どんなことを話し合いたいか、学び合いたいかを考えました。マインドマップとい
う手法を使って、アイデア出しをしました。 
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分科会 

・講義形式 

・グループ 

 ディスカッション 

・ワークショップ 

全体会 

・講演会・対談 

・シンポジウム 

・パネルディス 

 カッション 

広報・情報交換会 

・案内・報告書  

・ＨＰ・記録 

・情報交換 

・交流 



実行委員紹介(前編） 

振り返って 

津島市 中央児童館 

牛田 富江 

ドンジャラなら負けない 

岩倉市 第六児童館 

岡部 節美 

休みの日は畑とギター!! 

清須市 桃栄児童館 

鈴木 美紀 

ドッジボールが得意 

清須市 春日児童館 

野々垣 実里 

たくさん食べて寝て笑う 

愛知県児童総合センター 

事務局 阪野 大介 

やんちゃッ！！ 

愛知県児童総合センター 

事務局 高阪 麻子 

よくしゃべるッ！！ 

稲沢市 祖父江あじさい児童センター 

鈴木 せつこ 

卓球が得意 

長久手市 下山児童館 

竹内 逸子 

元気いっぱい 

一宮市 小信中島児童 

野田 しのぶ 

球技が好き 

 実行委員会の中で、ＫＪ法、マインドマップ、ワールドカフェな
どいくつかのグループワークの手法を取り入れてみました。初

めての会議の中で少しでも意見が出しやすいような場となった

でしょうか。実行委員さんも最初は緊張気味でしたが、最後は

たくさんの意見にホワイトボードが埋まるほどでした。 

今後も実行委員会自体も私たちの研修の場になるような活動

をしていきたいと思います。みなさまよろしくお願いします。 

 

次回開催日 
平成26年6月19日（木） 

14：00～17：00 

愛知県児童総合センター 

3階研修室 

「担当分け、内容ｊ検討」 


